
●足寄町水害防災訓練を実施します
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昨年８月、台風の大雨により被害に遭った旭町地区

台風災害から１年

足寄町水害防災訓練を実施します
～一人一人が災害に備える～

　

昨
年
、
町
で
は
台
風
等
の
大
雨
に
よ
り
多

く
の
方
が
被
災
し
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
防
災
会
議
（
安
久
津
勝
彦
会
長
）
で
は

そ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
平
時
か
ら
町
民
の
皆

さ
ん
に
災
害
に
備
え
て
い
た
だ
く
こ
と
、
役

場
と
自
治
会
、
国
や
北
海
道
な
ど
の
関
係
機

関
と
の
初
動
体
制
・
協
力
体
制
を
確
認
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
水
害
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
落
ち
着
い
て
行
動
で
き

る
よ
う
、
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日　
　

時　

９
月
３
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
12
時
30
分

●
想
定
す
る
災
害　

台
風
Ｘ
号
直
撃
に
伴
う

豪
雨
災
害
（
河
川
氾
濫
・
土
砂
災
害
）

●
主
な
訓
練
内
容

①
災
害
対
策
本
部
運
営
訓
練

　

役
場
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
本
部

員
の
招
集
や
災
害
状
況
把
握
、
国
や
北
海
道

と
の
連
絡
調
整
な
ど
災
害
応
急
活
動
の
総
合

的
な
運
営
訓
練
を
行
い
ま
す
。

②
避
難
訓
練

　

住
民
の
方
を
対
象
と
し
た
避
難
訓
練
を
行

い
ま
す
。

【
一
次
避
難
】　

場
所

：

各
避
難
場
所

※
避
難
場
所
一
覧
で
指
定
さ
れ
た
避
難
場
所

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

【
二
次
避
難
】　

場
所

：

総
合
体
育
館

　

指
定
さ
れ
た
二
次
避
難
対
象
自
治
会
の
方

は
、
二
次
避
難
訓
練
を
行
い
ま
す
。

・
二
次
避
難
対
象
自
治
会

南
６
条
緑
町
、
栄
町
第
一
、
栄
町
第
二
、

中
島
１
区
、
中
島
２
区
、
旭
町
連
合

③
㈱
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
の

災
害
協
定
発
動
訓
練

　

今
年
、
本
町
は
㈱
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
と
「
災
害
時
の
物
資
供
給
及
び
店

舗
営
業
の
継
続
又
は
早
期
再
開
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
た
こ
と
か
ら
、
連
絡
体
制
と

供
給
体
制
を
確
認
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
い

ま
す
。

④
炊
き
出
し
・
食
料
供
給
訓
練

　

避
難
住
民
等
へ
の
食
料
供
給
の
た
め
、
炊

き
出
し
と
食
料
供
給
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

●
避
難
勧
告
等
は
、
防
災
無
線
放
送
・
エ
リ

ア
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
防
災
無
線
放
送
と
エ
リ
ア

メ
ー
ル
（
配
信
エ
リ
ア
内
の
携
帯
電
話
へ
の

緊
急
速
報
メ
ー
ル
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
対
応
機
種
、
受
信
設
定

は
各
携
帯
電
話
事
業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

　

訓
練
と
し
て
の
お
知
ら
せ
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

防災訓練の流れ

避難場所一覧（太字は二次避難対象自治会です）

一次避難

　●避難準備・高齢者等避難開始　発令

　　防災無線放送・エリアメールでお知らせしますので、ご高齢の方、障がいのあ

る方、乳幼児等をお連れの方は避難を開始してください。

　●避難勧告　発令

　　防災無線放送・エリアメールでお知らせしますので避難してください。

　●避難指示（緊急）　発令

　　サイレンの吹鳴および防災無線放送・エリアメールでお知らせしますので、ま

だ避難を終えていない方は避難してください。

二次避難（総合体育館）

　二次避難対象自治会の方は町職員の誘導に従って、二次避難場所へ避難してくだ

さい。

　※町有バス等を運行します。

　その他の自治会は一次避難終了後その場で解散となります。

　●総合体育館　※二次避難対象自治会以外の方もぜひご参加ください。

　　・昨年の台風災害等のパネル展示

　　・災害対応型自動販売機のフリーベント（非常時に無償で飲料を提供）実演

　　・㈱セブン－イレブン・ジャパンとの協定発動訓練

　　・炊き出し訓練（非常食の試食）

訓練終了

　二次避難所へバスで移動した方は一次避難所へのバスが出発します。

※その他の自治会については個別にお知らせします。

※参加の取りまとめは自治会ごとで集約していますが、個人で参加を希望される方等お問い合わせは、

役場総務課企画調整担当　☎２５－２１４１　内線３１９　までご連絡ください。

避難場所 自治会名 避難場所 自治会名

足寄小学校

中央１区、中央２区、中央３区、

中央４区、中島１区、中島２区、

南１条１丁目、南３条、南４条、

南５条、南６条、南６条仲町、

南６条緑町、南６区、南７条、

南７条４丁目、栄町第１、

栄町第２

子どもセンター

東１区、東２区、東３区、

北１区、北２区、北３条１丁目、

北５条、北６条、

西町６丁目、西町７丁目、

西町７丁目１、西町８丁目１、

西町８丁目２

下愛冠コミュニティ

センター

下愛冠１・４丁目、下愛冠２

丁目、下愛冠３丁目

旭町母と子の家 旭町連合

総合体育館
神社、西町４丁目、

西町５丁目
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足寄高等学校
第59回 観岳祭

　

足
寄
高
等
学
校
（
林
満
章
校
長
）
の
第

59
回
観
岳
祭
が
７
月
８
・
９
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「『
華
』
～

こ
の
一
時
を
大
切
に
～
」
の
テ
ー
マ
の
下
、

生
徒
た
ち
が
考
え
た
数
々
の
催
し
で
学
校

祭
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

1
日
目
は
、
仮
装
パ
レ
ー
ド
や
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
が
足
寄
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
炎
天
の
下
、
生

徒
た
ち
は
手
作
り
の
衣
装
を
身
に
ま
と
い

力
強
い
踊
り
を
披
露
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
終
わ
る
と
、
詰
め
掛
け
た
大
勢
の
見

物
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
３
年
生
は
衣
装
に
も
こ
だ
わ
り
、

高
校
生
活
最
後
と
な
る
学
校
祭
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
一
般
公
開
と
し
て
生
徒
た

ち
に
よ
る
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど
の
模
擬
店

や
ヨ
ー
ヨ
ー
、
射
的
な
ど
の
縁
日
、
喫
茶

店
な
ど
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
吹
奏

楽
部
の
演
奏
や
演
劇
部
の
ス
テ
ー
ジ
、
ク

ラ
ス
Ｃ
Ｍ
発
表
な
ど
も
行
わ
れ
、
校
舎
内

は
保
護
者
や
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

１Ａ　「しんでれら～新たな物語～」

２Ａ　「ＳＨＡＲＥ　ＨＡＰＰＹ」

３Ａ　「Ｐｉｒａｔｅｓ」

１Ｂ　　「祭」

２Ｂ　「SHOW ～Party time～」

３Ｂ　「Alice in Wonderland」

２日目の一般公開



まちかどまちかどまちかど
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

まちかどまちかどまちかど

　交通事故死ゼロ２０００日達成事業として、

北海道警察音楽隊による「足寄町交通安全ふ

れあいコンサート」（町交通安全推進委員会

主催）が開催されました。市街地では道警カ

ラーガード隊を先頭に、演奏パレードが行わ

れました。また、町民センターで演奏会が開

催され、会場には多くの来場者が訪れました。

マーチを響かせ行進

消防署を見学
　子育て支援サークル・ひよこクラブが足寄

消防署を見学し、親子連れ34人が参加しまし

た。子どもたちは防火服を着させてもらった

り、消防車や救急車に乗せてもらいました。

放水体験では、子どもたちはホースを手に取

ると、勢いよくでる水にとても興奮していま

した。

歩行者の目を和ませる
　まちづくり女性ネットワーク（村上勇子代

表）と駅前通り商店会（廣田茂会長）の会員

らが、道開発局のボランティア・サポート・

プログラムとして、国道２４１号線の歩道に

ベコニアやマリーゴールドなど１８００本の

花の苗を植栽し、歩道の花壇は色とりどりの

花で歩行者の目を楽しませました。

　芽登小学校、大誉地小学校、螺湾小学校の

児童19人が社会科見学で足寄消防署を訪れま

した。児童たちは、普段は見ることのない庁

舎の中を見学したり、消防車の特徴について

の説明をメモをとりながら熱心に聞き、火災

現場などへ素早く出動するために、さまざま

な装備が準備・工夫されていることを学びま

した。

6/14

6/17

6/27

6/24

上手に泳げたかな？

　社会貢献の一環として、電源開発株式会社

主催の「Ｊ－ＰＯＷＥＲふれあいミニコンサ

ート」が芽登小学校で開催され、児童と保護

者ら30人が参加しました。クラシックやディ

ズニーメドレーなど計９曲が披露され、バイ

オリンなどの生演奏に会場は美しい音色に包

まれました。

生演奏を楽しむ

乳がん検診を
　健康づくり講演会（町主催）が町民センタ

ーで開催され、55人が参加しました。「乳房

と生命を守る～あなた自身と家族のための乳

がん講座～」と題して、北斗病院の川見弘之

副院長から講演があり、川見副院長は「乳が

んは早期発見と治療で治癒する可能性は高く

なります」と検診の重要性を訴えました。

安全運転をお願いします！
　螺湾小学校と町交通安全協会螺湾支部、螺

湾老人クラブなどの共催による「交通安全キ

ャンペーン」がらわん蕗の里前で行われまし

た。児童らはドライバーへ「シートベルトを

しましょう」などと書かれたメッセージ入り

の折り紙やパンフレットなどを手渡し、交通

安全を呼び掛けました。

　水泳少年団に加入していない小学生を対象

としたジュニア水泳教室（全６回）が温水プ

ールで開かれ、37人が参加しました。子ども

たちは水着に着替えると学年別に練習を開始

し、低学年、中学年は顔を水に付ける練習や

ビート板を使ってバタ足のやり方などを学び、

高学年は息継ぎなどの応用練習を行いました。

6/30

7/11

7/11

7/10
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輝く夢に向かって

足寄高等学校
インターンシップ

　

生
徒
の
職
業
観
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
足
寄
高
等
学
校
（
林
満
章
校
長
）

２
年
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）

が
７
月
19
日
に
、
町
内
20
箇
所
の
事
業
所
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
町
役
場
を
訪
れ
た
同
校
生
徒
８
人

は
、
安
久
津
勝
彦
町
長
の
講
話
の
後
、
総
務

課
、
福
祉
課
、
教
育
委
員
会
に
分
か
れ
て
、

施
設
見
学
や
事
務
作
業
な
ど
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

総
務
課
で
電
話
応
対
や
伝
票
の
作
り
方
な

ど
を
体
験
し
た
今
野
麻
梨
さ
ん

は
「
今
ま
で
役

場
の
仕
事
は
漠
然
と
し
か
分
か
ら
な
か
っ
た

の
で
、
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
職
場
体
験
を
通
じ
て
の
感
想
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

見
が
丘
公
園
再
整
備
事

業
の
一
環
と
し
て
、
同
公

園
内
に
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム

が
完
成
し
、
７
月
22
日
に

供
用
が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
は
、

テ
ン
ト
用
の
素
材
で
で
き

た
、
こ
ぶ
型
の
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
遊
具
で
、
同
公
園
内

に
は
、
３
～
６
歳
用
が
１

基
、
６
歳
以
上
用
が
３
基
連
な
っ
て
い
ま
す
。

大
き
な
こ
ぶ
で
は
高
さ
２
㍍
、
直
径
９
㍍
あ

り
、
送
風
機
か
ら
地
中
配
管
を
通
じ
て
一
定

の
圧
で
空
気
が
送
り
込
ま
れ
、
膨
ら
ま
せ
て

い
ま
す
。

　

７
月
19
日
に
は
プ
レ
オ
ー
プ
ン
が
行
わ
れ
、

町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
（
佐
竹
桃
代
園

長
）
の
年
中
・
年
長
組
の
園
児
77
人
が
訪
れ
、

こ
ぶ
の
上
を
高
く
跳
ね
た
り
、
友
だ
ち
と
手

を
つ
な
い
で
登
っ
た
り
降
り
た
り
し
て
い
る

園
児
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
を
体
験
し
た
年
長
組
の

木
村
沙
和
ち
ゃ
ん

は
「
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
高
く
跳
ね

る
の
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

利
用
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時
ま
で

詳　
　

細

 

役
場
建
設
課
管
理
・
都
市
計
画
担
当
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－

２
１
４
１
内
線
３
７
４

１．ＪＡあしょろ（チーズ工房）　２．ムトウ自動車　３．三英TTF事業所

４．フレッシュベーカリーなかや　５．足寄町役場　６．新津花店

７．北海道銀行足寄支店　８．螺湾小学校　９．松月堂

１ ２ ３

６

９８７

５４

里見が丘公園

ふわふわドームが完成しました
里

熱
中
症
に
注
意

　

気
象
庁
の
長
期

予
想
に
よ
る
と
、

今
年
の
夏
の
気
温

は
例
年
よ
り
高
い

見
込
み
で
、
熱
中

症
に
対
す
る
注
意

が
必
要
で
す
。

－

熱
中
症
対
策
の

ポ
イ
ン
ト

－

○
室
内
で
は
、
こ

ま
め
に
温
度
チ
ェ

ッ
ク
を
行
い
、
室
温
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
時
は
涼
し
い
服
装
を
心
が
け
、
日
よ

け
対
策
に
帽
子
や
日
傘
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
休
憩
・
水
分
補
給
を
こ
ま
め
に
行
い
ま
し

ょ
う
。

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　

「
救
急
の
日
」
を
含
む
１
週
間
を
「
救
急

医
療
週
間
」
と
し
て
、
応
急
手
当
の
講
習
会

を
中
心
と
し
た
救
急
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

－

応
急
手
当
の
必
要
性

－

　

平
成
28
年
の
総
務
省
の
統
計
で
は
、
救
急

要
請
か
ら
救
急
隊
の
現
場
到
着
ま
で
「
約
８

分
」
を
要
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
に
「
脳
血
流
停
止
」
か
ら
約
３
分
で

「
脳
」
は
重
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。「
意
識
を
失
っ
た
」
な
ど

の
心
停
止
が
疑
わ
れ
る
状
態
に
な
っ
て
か
ら

「
い
か
に
早
く
応
急
手
当
を
行
う
か
」
が
、

非
常
に
重
要
で
す
。

　

家
族
な
ど
が
「
明
ら
か
に
普
段
と
は
違
う
」

と
思
っ
た
ら
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
に
通
報
し

ま
し
よ
う
。

－

も
し
通
報
す
る
べ
き
か
迷
っ
た
ら

－

全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
（
愛
称
「
Ｑ
助
」）

　

簡
単
な
緊
急
度
判
断
を
し
て
く
れ
る
ア
プ

リ
で
「
携
帯
版
」「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
」
が
あ
り
ま

す
。

　

該
当
す
る
症
状
を
画
面
上
で
選
択
し
て
い

く
と
、
緊
急
度
に
応
じ
た
必
要
な
対
応
が
表

示
さ
れ
ま
す
。

▼
普
通
救
命
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

日
時　

９
月
８
日
㈮

場
所　

町
消
防
総
合
庁
舎　

団
員
研
修
室

内
容　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
止
血
法

対
象　

町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

方
（
定
員
30
人
）

申
込
期
限　

９
月
１
日
㈮

申
し
込
み
先
・
詳
細

　
　

足
寄
消
防
署 

☎
25

－

２
６
１
９

消防通信　第24号

前　略

足寄消防署より

年
間
出
動
件
数�

（
７
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動�

234
件
（
34
件
増
）

火
災
出
動�

５
件
（
同　

数
）

�

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比



11 10

水道メーターを除き、個人の所有物

排水設備
（個人が設置・管理する部分）

汚水管

下水道管接続ます

公共ます

公共下水道
（町が設置・管理する部分）

◆治療費助成のお知らせ

不育症治療に対する
　　　　　治療費助成が始まります

上下水道室からのお知らせ

　町では、不育症治療を受けられたご夫婦の経済的負担の軽減を図るため、不育症の

治療費・検査費に対して助成します。

　水道・下水道は、皆さんの健康で文化的な生活や経済活動を支え

る大切な役割を果たしています。

【助成を受けることができる方】
　北海道不育症治療費助成事業により助成を受けた方で、その決定を受けた日に町内に１年以上居住してい

る方。さらに、町の収入に係る滞納のない方。

　＜参考＞北海道不育症治療費助成事業の対象者

　　①　２回以上の流産、死産、あるいは早期新生児死亡の既往のある方。

　　②　夫婦のいずれかが道内に住所を有する者。

　　③　法律上の婚姻をしていること。

　　④　夫婦の前年（申請時期によっては前々年）の所得の合計額が７３０万円未満であること。

　　⑤　国内の医療機関において検査または治療を受けた者。

【助成額】
１回の治療・検査に対する助成上限額は15万円

【申請方法】
　実施要綱の規定に基づき、不育症治療費の助成を受ける場合は、北海道十勝総合振興局長が助成を決定し

た日から３カ月以内に申請してください。

【申請に必要な書類】 
不育症治療費助成金交付事業申請書

　　※添付書類

　　　  同意書

☆特定不妊治療費・男性不妊治療費に対する助成も行っています☆
【対象者】町内に１年以上住所を有する方で夫妻の所得額の合計が７３０万円未満である方。

【申請方法】北海道の助成に対する上乗せ助成ですので、北海道十勝総合振興局長の助成決定日か

ら３カ月以内に申請してください。

詳細・申請窓口 役場福祉課保健推進担当　　　　　☎２５－２５７１詳　細 役場建設課上下水道工務担当　☎２５－２１４１内線３５７

　不育症は、２回続けて流産を繰り返す反復流産、習慣

流産に加え、22週以降の死産・早期新生児死亡を繰り返

す場合をいい、決してめずらしいものではありません。

給水装置とは
　道路に埋められた水道管を「配水管」といい、この配水管から分かれて各ご家庭まで引きこまれた給水

管、止水栓、水道メーター、給水栓などの設備や器具を総称して「給水装置」といいます。道路に埋めら

れた配水管は町の所有物ですが、この配水管から分かれた給水装置は水道メーターを除き、個人または設

置者の所有物です。

　排水設備は、下水道が整備され供用開始区域に指定された地域において家庭内から出る生活排水（トイ

レ・風呂・洗濯・台所等の排水）を公共ますに接続するまでの施設をいいます。排水設備工事の費用負担

および管理についても、皆さんにお願いすることになります。

排水設備とは
　

～上水道を使用している皆さんへ～

～下水道供用開始区域の皆さんへ～

・給水装置内において漏水等ト

ラブルが起きた場合は、メータ

ー器の前後にかかわらず皆さん

のご負担において指定給水装置

工事事業者に依頼した上で速や

かに修理をお願いします。

・検針等においていつもより使

用量が多い場合などご不明な点

がある場合は、役場建設課上下

水道工務担当までお問い合わせ

ください。

・下水道の供用が開始されると、台

所や風呂などは速やかに、トイレ

は３年以内に改造して下水道に接

続しなければなりません。

・供用開始後５年以内に公共下水道

につながれる方には補助金を交付

しています。

給　水　装　置
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～ 　 高 額 療 養 費 の 見 直 し に つ い て 　 ～

◆医療制度のお知らせ

■高額療養費の自己負担限度額が見直しされます。
　高額療養費の自己負担限度額が、平成29年８月から次のとおり見直しされます。

※１　月の途中で75歳の誕生日を迎えることにより加入する方（障害認定で加入する方は除く）は、加入し

た月の自己負担限度額が½に調整されます。

※２　多数該当（過去12カ月に３回以上世帯単位における高額療養費の支給に該当し、４回目以降の支給に

該当）の場合の自己負担限度額は４４，４００円です。

※３　１年間（８月１日から翌年７月31日まで）の外来の自己負担額合計の限度額が１４４，０００円となります。

※４　一般区分においても多数該当（※２）が設定されます。

■入院時生活療養標準負担額（居住費）の金額が見直しされます。
　療養病床に入院したときの居住費が、平成29年10月から見直しされます。

　【平成29年９月まで】

　【平成29年10月から】

詳　細 〒０６０－００６２　札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館６階

 北海道後期高齢者医療広域連合　　　☎０１１－２９０－５６０１ 

 役場住民課保険担当　　　　　　　　☎２５－２１４１内線２１６

区　　　　分
１カ月の自己負担限度額（※１）

平成29年７月まで 平成29年８月から

現役並み所得者

外　　来
〔個人単位〕

44,400円 57,600円

外来＋入院
〔世帯単位〕

（医療費総額－267,000円）
×0.01＋80,100円（※２）

（医療費総額－267,000円）
×0.01＋80,100円（※２）

一　　　　　般

外　　来
〔個人単位〕

12,000円 14,000円（※3）

外来＋入院
〔世帯単位〕

44,400円 57,600円（※4）

住民税
非課税
世　帯

区分Ⅱ

外　　来
〔個人単位〕

8,000円 8,000円

外来＋入院
〔世帯単位〕

24,600円 24,600円

区分Ⅰ

外　　来
〔個人単位〕

8,000円 8,000円

外来＋入院
〔世帯単位〕

15,000円 15,000円

区　　　　　　分 入院時生活療養費

以下のいずれにも該当しない方 １日につき320円

厚生労働大臣の定める者（指定難病患者を除く） １日につき0円

指定難病患者 １日につき0円

老齢福祉年金受給者 １日につき0円

区　　　　　　分 入院時生活療養費

以下のいずれにも該当しない方 １日につき370円

厚生労働大臣の定める者（指定難病患者を除く） １日につき200円

指定難病患者 １日につき0円

老齢福祉年金受給者 １日につき0円

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
方
へ

特
別
弔
慰
金
の
手
続
き
は
お
済
で
す
か

足
寄
町
は
「
非
核
平
和
の
ま
ち
」
を

宣
言
し
て
い
ま
す

特
別
弔
慰
金
と
は
…

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
今
日
の
わ
が
国

の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の

尊
い
犠
牲
に
思
い
を
は
せ
、
国
と
し
て
あ
ら

た
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者

等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）

を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

第
10
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
ご
遺

族
に
一
層
の
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
償

還
額
を
年
５
万
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、

５
年
ご
と
に
国
債
を
交
付
し
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平

成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」

等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
一
人
に
支
給
し
ま
す
。

⑴
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
方

⑵
戦
没
者
の
子

⑶
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ

替
わ
り
ま
す
。

⑷
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内

の
親
族
（
お
い
、
め
い
等
）

　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
、
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

方
に
限
り
ま
す
。

▼
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
限

　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

　

※
請
求
日
を
過
ぎ
る
と
第
10
回
特
別
弔
慰

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

請
求
窓
口
・
詳
細

　

役
場
福
祉
課
保
健
福
祉
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
１
４
４

　

平
成
７
年
９
月
14
日
、
町
議
会
で
「
非

核
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議
」
が

行
わ
れ
、
こ
れ
を
受
け
平
成
７
年
11
月

１
日
、
町
は
「
非
核
平
和
の
ま
ち
」
を

宣
言
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
住
民
一
人
一
人
の
生
命
と

く
ら
し
を
守
る
た
め
、
非
核
三
原
則
の

堅
持
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
願
っ
て
宣

言
し
た
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
宣
言
を
通
じ
て
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
、
平
和
の
尊
さ

を
提
唱
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
宣
言
文
を
お
読

み
い
た
だ
き
、
平
和
に
つ
い
て
あ
ら
た

め
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
非
核
平
和
の
ま
ち
」
宣
言

　

核
兵
器
を
廃
絶
し
、
恒
久
平
和
を

実
現
す
る
こ
と
は
、
世
界
で
唯
一
の

核
被
爆
国
、
日
本
国
民
共
通
の
悲
願

で
あ
り
、
足
寄
町
民
の
心
か
ら
の
望

み
で
あ
り
ま
す
。

　

核
兵
器
が
、
世
界
の
平
和
と
人
類

の
生
存
に
大
き
な
脅
威
を
与
え
つ
つ

あ
る
今
日
、
私
た
ち
は
核
兵
器
の
廃

絶
を
強
く
訴
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
美
し
い
郷
土
を
守
り
、

豊
か
な
暮
ら
し
を
子
孫
に
伝
え
る
た

め
に
も
、
我
が
足
寄
町
は
、
町
民
一

人
ひ
と
り
に
、
平
和
を
求
め
る
心
を

養
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
非
核
三
原
則
の
堅

持
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
願
い
、
明

る
く
住
み
良
い
幸
せ
な
町
民
生
活
を

守
る
決
意
を
表
明
し
、
こ
こ
に
足
寄

町
は
「
非
核
平
和
都
市
の
ま
ち
」
を

宣
言
し
ま
す
。
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ご
存
じ
で
す
か
？

あ
な
た
の
町
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

６
月
22
日
㈭
に
㈱
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
札
幌
、
代
表
取
締
役
・
小
松
信
隆
さ
ん

を

講
師
に
お
招
き
し
「
日
常
の
生
活
か
ら
試
合

前
後
の
栄
養
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
」
と
題

し
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
小
・
中
学
生
や

保
護
者
の
参
加
も
あ
り
、
と
て
も
好
評
で
し

た
の
で
講
演
内
容
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

体
を
つ
く
る
材
料
は
食
事
の
み
！

　

子
ど
も
の
「
食
」
の
現
状
は
、
朝
食
を
欠

食
す
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
ご
飯
（
米
飯
）

よ
り
も
お
か
ず
を
多
く
食
べ
る
傾
向
に
あ
り
、

ご
飯
の
（
米
飯
）
の
摂
取
量
が
低
下
し
て
い

ま
す
。

　

ご
飯
（
炭
水
化
物
）
は
常
に
必
要
と
さ
れ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
が
、
最
近
は
糖
質
制

限
ダ
イ
エ
ッ
ト
等
を
理
由
に
、
炭
水
化
物
を

食
べ
な
い
と
い
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
通

常
、
筋
肉
や
内
臓
を
作
っ
て
い
る
の
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
蓄
積
さ
れ
な
い
た
ん
ぱ

く
質
で
す
が
、
体
内
の
炭
水
化
物
が
足
り
な

い
と
体
中
の
筋
肉
や
内
臓
を
分
解
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。
ご
飯
は
動

く
時
の
「
元
気
の
源
」
で
力
に
な
り
、
ご
飯

を
食
べ
な
い
と
動
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

勝
利
に
つ
な
が
る
朝
ご
は
ん

　

人
間
の
体
は
い
ろ
い
ろ
な
栄
養
素
か
ら
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
炭
水
化
物
・
脂
質
・

た
ん
ぱ
く
質
は
三
大
栄
養
素
と
い
わ
れ
、
体

を
つ
く
り
、
力
に
な
る
大
切
な
栄
養
素
と
な

り
ま
す
。

　

炭
水
化
物
と
た
ん
ぱ
く
質
は
溜
め
て
お
く

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
朝
か
ら
し
っ
か
り

食
べ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
炭
水
化

物
（
ご
は
ん
・
パ
ン
・
う
ど
ん
等
）
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
（
豚
肉
等

に
多
く
含
む
）
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
（
鮭
等
に

多
く
含
む
）
を
合
わ
せ
て
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
「
力
」
を
つ
く
る
の
を
助
け
た
り
、

体
の
調
整
を
し
た
り
す
る
た
め
に
は
ビ
タ
ミ

ン
（
Ｂ
１
、
Ｂ
２
、
Ｂ
６
）
や
ミ
ネ
ラ
ル
（
カ

ル
シ
ウ
ム
・
鉄
）
も
必
要
で
す
。

練
習
や
試
合
前
の
食
事

【
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
が
10
時
の
場
合
】

☆
ア
ッ
プ
開
始
３
時
間
前
（
７
時
）
に
は
普

通
の
食
事
を
取
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
！

☆
ア
ッ
プ
開
始
２
時
間
前
（
８
時
）
な
ら
、

お
に
ぎ
り
や
う
ど
ん
、
バ
ナ
ナ
な
ど
、
す

ぐ
に
お
な
か
が
空
き
そ
う
な
も
の
を
。

☆
ア
ッ
プ
開
始
１
時
間
前
（
９
時
）
な
ら
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
ゼ
リ
ー
」

☆
45
分
前
な
ら
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
飲
ん

で
も
良
い
。

※
45
分
を
切
っ
た
ら
水
以
外
飲
ま
な
い
！

　

分
解
に
時
間
が
か
か
る
食
べ
物
ほ
ど
カ
ロ

リ
ー
が
高
く
、
ス
タ
ミ
ナ
を
持
続
で
き
る
も

の
に
な
り
ま
す
。
３
時
間
か
け
て
分
解
し
た

も
の
は
３
時
間
、
２
時
間
か
け
て
分
解
し
た

も
の
は
２
時
間
、
１
時
間
で
分
解
で
き
た
も

の
は
１
時
間
し
か
持
続
で
き
な
い
と
考
え
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

　

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
そ
れ
が

全
て
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

筋
肉
や
骨
は
寝
て
い
る
間
に
作
ら
れ
る

　

食
後
、
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
は

ブ
ド
ウ
糖
や
ア
ミ
ノ
酸
を
筋
肉
に
誘
導
し
、

成
長
ホ
ル
モ
ン
は
寝
て
い
る
間
に
筋
肉
を
作

り
ま
す
。

　

人
間
は
体
内
で
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
午
後
11
時
か
ら
午
前

２
時
ま
で
の
間
に
多
く
分
泌
さ
れ
ま
す
。
成

長
ホ
ル
モ
ン
は
背
を
伸
ば
す
だ
け
で
な
く
体

を
回
復
さ
せ
る
力
や
病
気
を
治
す
力
も
あ
り

ま
す
。

※
特
に
午
後
10
時
頃
ま
で
に
寝
る
と
成
長
ホ

ル
モ
ン
が
効
率
的
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

運
動
後
の
リ
カ
バ
リ
ー

　

リ
カ
バ
リ
ー
と
は
、
練
習
や
試
合
で
失
わ

れ
た
栄
養
を
補
充
す
る
こ
と
や
、
壊
れ
て
し

ま
っ
た
部
分
の
回
復
に
必
要
な
栄
養
を
摂
取

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
練
習
や
試
合
に
よ

っ
て
失
わ
れ
た
、
水
分
や
糖
質
の
補
充
の
他
、

体
を
つ
く
る
素
で
あ
る
「
た
ん
ぱ
く
質
」
を

ど
う
食
べ
る
か
が
鍵
に
な
り
ま
す
。

　

運
動
後
30
分
以
内
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム

と
い
わ
れ
、
失
わ
れ
た
栄
養
を
補
充
す
る
の

に
一
番
良
い
時
間
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ｌ
Ｐ

－

１
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
、
体
を

動
か
し
た
後
の
30
～
60
分
の
間
に
最
も
多
く

分
泌
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
時
間
に
食
事
を
取

る
と
少
し
の
食
事
で
も
満
足
し
て
し
ま
い
、

リ
カ
バ
リ
ー
に
必
要
な
栄
養
を
取
れ
な
く
な

り
ま
す
。
試
合
後
30
分
以
内
に
水
分
と
糖
質
、

少
量
の
た
ん
ぱ
く
質
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

水
分
補
給
に
つ
い
て

　

と
に
か
く
水
を
飲
み
ま
し
ょ
う
！
た
だ
し
、

喉
が
渇
い
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
、
こ
ま
め

に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
試
合
直
前
や
試
合
中

の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
後
半
バ
テ
る
原
因

に
な
り
ま
す
。

詳　

細 

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

 

☎
25

－

２
５
７
１

成
長
期
の
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

　

皆
さ
ん
は
、
足
寄
町
に
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
い
う
機
関
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
？

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
各
市
町
村

に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
町
の
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
援
助
、
支
援
を
包
括

的
に
行
う
地
域
の
中
核
機
関
で
す
。

　

今
回
は
、
簡
単
に
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

◆
高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

 

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
そ
の
家
族
、
地
域

の
方
々
か
ら
の
生
活
上
の
悩
み
や
心
配
な
事

な
ど
の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
介
護
に

関
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

制
度
や
町
の
資
源
を
活
用
し
た
総
合
的
な
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

◆
高
齢
者
が
介
護
の
必
要
な

　

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者

に
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
介

護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
介
護
予
防
教

室
の
開
催
、
介
護
予
防
方
法
の
紹
介
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

例
）

・
最
近
、
転
び
や
す
く
な
っ
た
。
転
倒
は
寝

た
き
り
に
つ
な
が
る
と
聞
く
け
れ
ど
、
体

を
鍛
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
な
。 

・
な
る
べ
く
息
子
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
ず
に

自
立
し
た
生
活
を
続
け
た
い
。
認
知
症
を

予
防
し
た
い
と
思
う
け
れ
ど
、
ど
う
し
た

ら
い
い
の
？

◆
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

 

権
利
を
守
り
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
民
生
委
員
、
他
の

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
高
齢
者
虐
待
や
消

費
者
被
害
の
早
期
発
見
と
予
防
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
成
年
後
見
制
度
の
相
談
も
受

け
て
い
ま
す
。

例
）

・
近
所
か
ら
い
つ
も
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る
。

確
か
あ
の
家
に
は
介
護
が
必
要
な
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
い
た
と
思
う
け
れ
ど
、
こ
の
ま

ま
で
い
い
の
か
な
。

・
隣
に
住
む
認
知
症
の
女
性
が
、
次
々
と
セ

ー
ル
ス
か
ら
物
を
購
入
し
て
い
る
よ
う
だ

け
れ
ど
大
丈
夫
か
な
。

◆
介
護
等
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、

　

介
護
保
険
等
多
方
面
か
ら
支
援
し
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
使
い
方
、
介
護

保
険
の
申
請
な
ど
介
護
保
険
を
含
め
た
さ
ま

ざ
ま
な
介
護
に
関
わ
る
相
談
・
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
者
の
支
援
も
行
っ

て
い
ま
す
。

例
）

・
一
緒
に
住
ん
で
い
る
父
親
が
、
最
近
、
認

知
症
に
な
っ
た
み
た
い
。
ど
う
し
た
ら
い

い
の
？

・
介
護
が
大
変
で
辛
い
。
誰
か
助
け
て
。

ど
ん
な
人
が
い
る
の
？

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健

師
・
社
会
福
祉
士
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等

の
専
門
知
識
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
を

受
け
、
お
互
い
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
「
チ

ー
ム
」
で
総
合
的
に
高
齢
者
の
生
活
を
支
援

し
ま
す
。

ど
こ
に
あ
る
の
？

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
役
場
福

祉
課
の
中
に
あ
り
、
来
庁
相
談
、
電
話
相
談

の
他
、
ご
自
宅
に
訪
問
し
て
の
相
談
も
受
け

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
に
関
す
る
こ
と
で
、
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
等
は
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
25

－

９
２
０
０ 
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詳　

細　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎
28

－

０
５
８
５

　
　
　
　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
57
回

見
え
な
い
「
お
金
」
の
世
界

～
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と

 

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
違
い
～

　

皆
さ
ん
は
、
自
分
の
お
財
布
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
は
何
枚
入
っ
て
い
ま
す
か
？
日
本

で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
保
有
率
は
84
・
２

％
、
一
人
当
た
り
３
・
２
枚
で
す
。（
２
０

１
６
年
度
㈱
Ｊ
Ｃ
Ｂ
調
べ
）

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
決
済
は
、
現
金

を
持
ち
歩
か
な
く
て
も
買
い
物
が
で
き
、
支

払
回
数
を
選
択
で
き
る
な
ど
の
点
で
便
利
で

す
。
最
近
で
は
電
子
マ
ネ
ー
や
デ
ビ
ッ
ト
カ

ー
ド
な
ど
の
加
盟
店
も
増
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
使
い
分
け
で
き
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
似
て
い
る
よ

う
で
似
て
い
な
い
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
デ

ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

【
豆
知
識
】

　

デ
ビ
ッ
ト
（
ｄ
ｅ
ｂ
ｉ
ｔ
）
と
は
簿
記
用

語
で
「
借
方
」
を
意
味
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
ｃ

ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
）
は
「
貸
方
」
を
意
味
し
ま
す
。

Ｑ

：

２
つ
の
カ
ー
ド
の
違
い
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ

：

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
は
お
金
の
流
れ
が
違
い
ま
す
。
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
が
後
払
い
に
対
し
、
デ
ビ
ッ
ト

カ
ー
ド
は
お
支
払
い
額
が
預
金
口
座
か
ら
即

時
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

支
払
い
方
法　

後
払
い

支
払
い
回
数　

１
回
、
２
回
、
分
割
、
リ
ボ

払
い
、
ボ
ー
ナ
ス
払
い

利
用
可
能
額　

利
用
限
度
額
の
範
囲
内

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
借
入
れ　

可
能

特
典　
　
　
　

各
種
ポ
イ
ン
ト

信
用
情
報
審
査　

有
（
年
収
・
預
貯
金
・
借

入
れ
状
況
等
）

・
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド

支
払
い
方
法　

即
時
払
い
（
預
金
口
座
引
き

落
と
し
）

支
払
い
回
数　

１
回
の
み

利
用
可
能
額　

預
金
口
座
残
高
の
範
囲
内

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
借
入
れ　

不
可

特
典　
　
　
　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

信
用
情
報
審
査　

無
（
15
歳
以
上
の
預
金
口

座
保
有
者
で
あ
れ
ば
誰
で
も
可
能
）

Ｑ
：
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
ど
こ
で
使
え
ま
す
か
？ 

Ａ

：

「
Ｊ

－

デ
ビ
ッ
ト
」
と
「
国
際
ブ
ラ
ン

ド
デ
ビ
ッ
ト
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。「
Ｊ

－

デ
ビ
ッ
ト
」
が
利
用
で
き
る
の
は
日
本
国

内
に
限
ら
れ
、
日
本
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
推
進

協
議
会
Ｈ
Ｐ
「
Ｊ

－

ｄ
ｅ
ｂ
ｉ
ｔ
ナ
ビ
」
を

検
索
す
る
と
利
用
で
き
る
百
貨
店
や
ス
ー
パ

ー
な
ど
が
分
か
り
ま
す
。（
現
在
、
北
海
道

内
で
は
２
３
１
５
件
が
登
録
済
）
そ
れ
に
対

し
て
「
国
際
ブ
ラ
ン
ド
デ
ビ
ッ
ト
」
は
Ｖ
Ｉ

Ｓ
Ａ
な
ど
と
提
携
し
て
い
る
の
で
国
内
外
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　本別のうまいものや迫力あるライブ、東十
勝花火大会などのイベントで一日中楽しめる
お祭りです。
開催日　９月２日㈯・３日㈰
場　所　利別川河川敷地特設会場
内　容　うまいもの市、ふわふわランド、フ

リークライミング　他
（２日）東十勝花火大会　６,０００発！
（３日）キャラクターショー
　　　　「宇宙戦隊キュウレンジャー」
　　　　お笑いライブステージ「２丁拳銃」
　　　　ＳＴＶラジオ公開録音歌謡ショー
　　　　「LINDBERG渡瀬マキ」「城之内早苗」
※詳しくは本別町ホームページ「きらめき特

設サイト」をご覧ください
詳　細 本別町役場　☎２２－２１４１

　夏の星空を楽しむ観望会で皆さんのご来館

をお待ちしています。

開催日　８月11日㈮～13日㈰午後７時半説明会

　　　　「ペルセウス座流星群観望会」

　　　　８月26日㈯・27日㈰午後７時半点灯

　　　　「もうすぐ伝統的七夕キャンドルナイト」

開館時間　午後２時～10時半

 ※８月11日㈮～16日㈬は正午から特別開館

休館日　毎週月曜・火曜

 ※８月14日㈪・15日㈫は特別開館

入館料　大人　昼　３００円　夜　５００円

　　　　小人　昼　２００円　夜　３００円

　　　　※小学生未満無料

その他　８月のプラネタリウムは、11日㈮か

ら16日㈬まで毎日上映します。

詳　細 銀河の森天文台　☎２７－８１００

第21回本別きらめきタウン
� フェスティバル２０１７

銀河の森天文台「夏の観望会」

本　別　町 陸　別　町

九州大学公開講座「十勝の森を知ろう」開催

協会けんぽ（全国健康保険協会）からのお知らせ

　九州大学北海道演習林で行われているカラマツ林施業を観察・体験す

ることで、森林や環境問題に対する理解を深めませんか。

日　時　10月28日㈯（室内講義）　午後５時～７時

　　　　　　29日㈰（野外講義）　午前９時～午後２時半

内　容　演習林内での野外観察、講義、実習

場　所　九州大学北海道演習林（北５条１－85）

対　象　高校生以上

定　員　15人程度

受講料　２，０００円　　※別途保険料がかかります。

申込期限　９月29日㈮
その他　講義・実習を合わせて１講座とします。

　　　　本講座は道民カレッジ連携講座の単位に認定されます。

　　　　10月28日㈯は演習林内の施設に宿泊できます。（要予約）

　　　　無料送迎車両が利用できます。（事前に要予約）

詳　細 九州大学北海道演習林　☎２５－２６０８

◇ジェネリック医薬品にかえてみませんか？

　加入者の皆さんの薬代の負担軽減や健康保険財政の改善につながり、

今後の医療費や保険料の伸びが抑えられることから、協会けんぽでは「ジ

ェネリック医薬品」の普及を推進しています。かかりつけの医師・薬剤

師へジェネリック医薬品の処方について相談してみませんか？

◇禁煙・分煙の取り組みについて

　北海道は全国的にみて、喫煙率が高い地域です。協会けんぽ北海道支

部では、喫煙対策を通じて加入者の皆さんの健康を守る、さまざまな取

り組みを行っています。

詳　細　　　　　　協会けんぽ（全国健康保険協会）北海道支部

 ☎０１１－７２６－０３５２
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新人を紹介します

・年齢　37歳

・出身　熊本県

・趣味　海外ドラマ 

　「７月より足寄町の職員とな

りました。初めての北海道です

ので、慣れないことも多々あり

ますが、地域の皆様のお役に立

てるよう頑張ります。」

壁村　弥生
国民健康保険病院看護師
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ご存じですか？筆界特定制度

不要入れ歯回収事業にご協力ください

輝きつづける北海道
「�北�海�道�総�合�計�画�」について

「航空まつり２０１７」を開催します

通 行 止 め の お 知 ら せ

先天性風疹症候群予防のため
抗体検査料を道が助成します　「筆界特定制度」は、土地が登記された際にその土

地の範囲を区画した線（筆界）について、現地におけ

る位置を特定する制度です。所有権の範囲を画する線

という意味を除いて、一般的にいう「境界」と同じ意

味で用いられています。

　お隣の土地との境界について、その位置の認識が互

いに違い困っているなど、事案によっては「筆界特定

制度」を利用して解決できるかもしれません。

詳　細　釧路地方法務局登記部門筆界特定室

 ☎０１５４－３１－５０２７

　　　　釧路地方法務局帯広支局

 ☎０１５５－２４－５８３７

　町は世界中の恵まれない子どもたちを支援している

ＮＰＯ法人日本入れ歯リサイクル協会が実施する「不

要入れ歯回収・寄付事業」に協力するため、下記の施

設に入れ歯回収ボックスを設置しています。

　不要になった入れ歯の金属や金属冠を回収して、益

金の40％が日本ユニセフ協会に寄付され、40％は町の

福祉事業団体に寄付されます。

　皆さんのご協力をお願いします。

回収ボックス設置場所

①役場福祉課

②老人憩の家（南３条３丁目）

※汚れを落とし、熱湯もしくは入れ歯洗浄剤（除菌タ

イプ）で消毒した後、備え付けのビニール袋に入れ

てから、回収ボックスに入れてください。

詳　細　役場福祉課保健推進担当

 ☎２５－２５７１

　今、北海道では、全国を上回るスピードで人口減少

が進行しており、地域の存亡に関わる難題に直面して

います。「北海道総合計画」は、こうした危機を克服

するため、道民の皆さんが今後のめざす姿と進むべき

道筋を共有し、その実現に向けて、お互いに連携を深

め、力を合わせて取り組んでいくための指針として、

平成28年３月に道が策定しました。

　この計画に沿って、人口減少問題や本道の強靭化な

どにしっかり対応し、北海道の多様な価値と強みを活

かした取り組みを進めていきますので、ご理解とご協

力をお願いたします。

※北海道では道民の皆さんに総合計画をご理解いただ

くため、団体、企業や学校、市町村等を対象に出前

講座を実施しています。

詳　細　北海道総合政策部政策局計画推進課

 ☎０１１－２０４－５６３０

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/hokkaido_
sogokeikaku.htm

　空港見学バスツアー、スポーツカイト演舞、消防

車・道警ヘリのデモンストレーション、スタンプラ

リー、小型機見学会、味覚と地場産品コーナー、ビ

ンゴゲームなど子どもから大人まで楽しめるイベン

トが盛りだくさんです。

日　時　９月10日㈰　午前10時～午後３時

場　所　とかち帯広空港

事前申し込みが必要なもの

①ＪＡＬ航空教室　　　　　９月10日㈰
　　　　　　　　　　　　　午後12時半～２時半

②管制塔・気象施設見学　　９月10日㈰
　　　　　　　　　　　　　午後１時～２時

③ナイトツアー　　　　　　９月７日㈭
　　　　　　　　　　　　　午後６時半～９時半

詳　細　実行委員会事務局

 ☎０１５５－６４－５３２０

　下水道管渠新設工事等のため、以下の通り交通規

制を行います。なお、通行禁止区間であっても区間

内居住者のために必要と認められる交通は確保します。

工事箇所　西町７～８丁目　町道山手通

工事期間　８月１日～31日まで

詳　細　役場建設課上下水道工務担当

 ☎２５－２１４１内線３５７・３５８

　北海道では、妊娠を希望する出産経験のない女性

等を対象に風疹抗体検査料を助成します。

対象者　北海道に在住の方のうち

　①妊娠を希望する出産経験のない女性

　②妊娠を希望する出産経験のなく、風疹抗体がで

きていない女性の配偶者ならびに同居者

　③妊婦（抗体価の低い）の配偶者ならびに同居者

助成金額　ＥＩＡ法　６，７００円

　　　　　ＨＩ法　　５，３００円

実施期間　平成29年４月１日～平成30年３月９日

詳　細 帯広保健所　☎０１５５－２７－８６３７
防衛医科大学校学生および
防衛大学校学生入学試験

ご存じですか？
中退共の退職金制度

求職中の障がい者の
適性相談を行っています

法テラス無料法律相談会

建設業退職金共済制度について

とかち広域消防事務組合消防職員採用資格試験（後期）

お知らせ

募　　集

詳　細 自衛隊帯広募集案内所

� ☎０１５５－２３－８７１８

http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/

　「中退共」は、中小企業のため

の国の退職金制度です。掛金助成

や税法上の優遇が受けられ、社外

積立であるため管理も簡単に行う

ことができます。

詳　細　独立行政法人

　　　　勤労者退職金共済機構

� 中小企業退職金共済事業本部

� ☎０３－６９０７－１２３４

　国立北海道障害者職業能力開発

校では、入校前適性相談を実施し

ています。

実施期限　平成30年３月２日㈮
詳　　細� 国立北海道

� 障害者職業能力開発校

� ☎０１２５－５２－２７７４

場　　所　帯広市役所10階会議室

日　　時　９月５日㈫　午後１時～４時

予約期間　８月14日㈪～25日㈮
予約・詳細　法律相談：日本司法支援センター釧路地方事務所

 （法テラス釧路）☎０５０３３８３－５５６７

　　　　　　生活仕事相談：とかち生活あんしんセンター

 ☎０１５５－６６－７１１２

　建設業退職金共済制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労

働者の福祉の増進と建設業を営む中小企業の振興を目的として設立され

た退職金制度です。

加入できる事業主　建設業を営む方

対象となる労働者　建設業の現場で働く方

掛　金　日額３１０円

特　徴　国の制度なので安全、確実、申し込み手続きは簡単です。

　　　　経営事項審査で加点評価の対象となります。

　　　　掛金の一部を国が助成します。

　　　　事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。

詳　細 建退共北海道支部　　　☎０１１－２６１－６１８６

　とかち広域消防事務組合では、消防職員を募集しています。

受験区分　高校卒　※区分は追加する場合があります。

受付期間　８月25日㈮～９月１日㈮
１次試験日　９月17日㈰
申込方法　試験案内に添付されている採用試験申込書と郵便はがきを同

封の上、直接または郵送でお申し込みください。また、試験案内はとか

ち広域消防局総務課、十勝管内各消防署、帯広市役所で配布している他、

とかち広域消防事務組合ホームページにも掲載しています。

とかち広域消防事務組合ホームページ

http://fire-tokachi.hokkaido.jp/index.html
申込先・詳細 〒０８０－００１６　帯広市西６条南６丁目３番地１

 とかち広域消防局総務課人事給与係　☎０１５５－２６－９１２１

募 集 種 目 受付期間 試 験 日

防衛医科大学校

看護学科生

９月５日

㈫
～29日

㈮

10月14日㈯

防衛医科大学校

医学科学生

10月28日㈯
・29日㈰

防衛大学校生

（一般前期）

11月４日㈯
・５日㈰
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☆先日、全道大会に出場する足寄中学校

の陸上部、水泳部、卓球部の生徒たち

が教育委員会を訪れ、全道大会出場報

告を行いました。

☆そんな生徒たちを見て、スポーツって

いいなと改めて感じたのと同時に、私

もそんな時期があったなと昔のことを

思い出しました。

☆スポーツをしていたといっても水泳ば

かりで、球技は昔からとても苦手です。

ボールをコントロールすることも、目

で追うこともできないので、いわゆる

球技音痴かなとあきらめかけています。

☆それでも、球技をすることは楽しいと

思っているので、これから少しでもう

まくなれたらいいな…と思います。

畑　弥
や

志
し

郎
ろう

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年８月３日生まれ）

　我が家のムードメーカー的存

在のヤッシー君。車が好きで見

つけるとブーブーと教えてくれ

ます。これからもお姉ちゃん達

と仲良く遊んで、大きく育って

ね。� 健太郎・富美子さ
んの子

� （北２条４丁目）

　７月19日に行われた「ふわふわドームプレ

オープン」でのスナップです。

 （⇒９ページ）　

ひとのうごき

７月末の住民基本台帳

人　口　　７，０９３　人　（＋２)

　男　　　３，４４１　人　（±０)

　女　　　３，６５２　人　（＋２)

世　帯　　３，５４５世帯（＋４)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

中井　大
だい

智
ち

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年８月３日生まれ）

　何よりもしまじろうと食べる

ことが大好き！そのおかげか得

意のダンスは安定感抜群です。

甘える時は力強いタックル！こ

のまま逞しく育ってね。

� 寿光・裕子さ
んの子

� （西町９丁目）
良知　龍

りゅう

之
の

輔
すけ

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年８月31日生まれ）

　好奇心旺盛で、何でも「自分

で！」おままごとが好きで包丁

片手にシェフとお客さん２役大

忙し。もう少し大きくなったら

一緒にお料理しよう。目指せ料

理男子！� 慶大・順枝さ
んの子

� （南２条４丁目）


